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●御忌大会日程表 （平成 30年4月）

※日中法要は、法要開始時刻より約30分前に大門から練行列が行われます。

日没法要日中法要晨朝法要日（曜日）

15：30
結願
御親修

15：30
御忌施餓鬼会
百萬霊回向

霊廟・墓地先亡追悼会
諸講中先亡追悼会

御親修

15：30
御歴代大僧正御年忌
尊宿先亡追悼会
式楽師先亡追悼会

御親修

14：00
日中法要

（行列開始 13：30）
［唱導師］

宮城教区淨土寺
中澤秀宣上人

［説教師］
慈恩寺

樋口法生上人

14：00
日中法要

（行列開始 13：30）
［唱導師］

東京教区浄閑寺
戸松秀明上人

［説教師］
春光院

石川邦雄上人

14：00
日中法要

（行列開始 13：30）
［唱導師］

静岡教区蓮馨寺
掬池晃雄上人

［説教師］
養命寺

安井隆秀上人

10：00
献茶式
表千家

堀内宗完宗匠

10：20
元祖降誕会

（行列開始 10：00）
［御代理導師］
協議員

中村瑞貴上人

［説教師］
圓福寺

池田常臣上人

10：00
一宗法要
［御導師］

浄土宗宗務総長
豊岡鐐尓上人
［説教師］
圓通寺

後藤真法上人
11：00
叙任式

10：00
晨朝法要
［御導師］

大本山増上寺執事長
友田達祐上人

10：00
開白
御親修

10：00
第37回御忌詠唱奉納大会
（大本山増上寺吉水講）

7日
（土）

6日
（金）

5日
（木）

2日
（月）

4日
（水）

3日
（火）



　浄
土
宗
の
元
祖
法ほ
う

然ね
ん

上し
ょ
う

人に
ん

の
忌
日
法
要
を
「
御
忌
」
と
い
い
ま
す
。

　法
然
上
人
は
長
承
2
年
、
西
暦

年
、
美み
ま

作さ
か
の

国く
に（
現
在
の
岡
山
県
）に
お
誕
生
に
な
り
ま

し
た
。
幼
少
に
し
て
父
を
失
い
、
そ
れ
を
機
に
出
家
の
道
を
求
め
京
都
の
比
叡
山
に
の
ぼ
っ
て
勉
学

し
、
当
時
の
仏
教
・
学
問
の
全
て
を
修
し
た
後
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
仏
に
帰
依
す
れ
ば
必
ず
救
わ
れ

る
、
す
な
わ
ち
南な

無む

阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

を
口
に
出
し
て
称
え
れ
ば
必
ず
仏
の
救
済
を
受
け
て
、
浄
土
に
生
ま

れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
称し
ょ
う

名み
ょ
う

念
仏
の
教
え
を
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
受
難

と
闘
い
な
が
ら
、
ひ
た
す
ら
私
た
ち
の
た
め
に
念
仏
を
ひ
ろ
め
る
ご
聖
業
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
浄

土
宗
の
み
教
え
は
日
本
の
隅
々
に
ま
で
広
が
り
、
上
人
を
讃
え
る
声
は
、
念
仏
の
声
と
共
に
高
ま
り

ま
し
た
。

　法
然
上
人
の
時
代
は
、
長
い
戦
乱
の
時
で
、
治
安
の
乱
れ
も
激
し
く
、
民
衆
の
社
会
不
安
や
困
苦

が
深
刻
化
し
て
い
ま
し
た
。
上
人
は
、
こ
う
し
た
世
相
を
じ
っ
と
見
つ
め
ら
れ
て
、
そ
れ
ま
で
の
難

し
い
仏
教
の
殻
か
ら
抜
け
出
し
て
、
庶
民
の
中
に
飛
び
込
み
、
他
力
念
仏
の
浄
土
宗
の
教
え
を
打
ち

立
て
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
上
人
は
「
我
れ
浄
土
宗
を
立
つ
る
心
は
、
凡ぼ
ん

夫ぶ

の
報ほ
う

土ど

往お
う

生じ
ょ
う

を
示
さ

ん
が
た
め
な
り
」
と
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
誰
で
も
皆
、南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
れ
ば
必
ず
救
わ
れ
る
。

そ
れ
は
私
た
ち
の
力
で
は
な
く
、
阿
弥
陀
仏
の
大
き
な
慈
悲
の
御み

力ち
か
ら

に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
の
で
あ
り

ま
す
。「
我
れ
汝
を
救
う
」
と
誓
わ
れ
た
阿
弥
陀
仏
の
大だ
い

悲ひ

願が
ん

が
、
他
力
本
願
の
念
仏
で
あ
り
ま
す
。

命
終
の
時
の
み
で
な
く
、
念
仏
の
中
に
毎
日
毎
日
を
送
り
、
仏
に
見
守
ら
れ
て
、
今
を
生
き
る
こ
と

に
喜
び
を
感
じ
、
精
進
し
て
い
く
こ
と
が
極
楽
往
生
の
姿
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　法
然
上
人
に
は
、
元
禄
10
年
、
西
暦

年
、
東
山
天
皇
か
ら
圓え
ん

光こ
う

大だ
い

師し

の
号
が
贈
ら
れ
、

そ
の
後
約
50
年
ご
と
に
、
代
々
の
天
皇
か
ら
東と
う

漸ぜ
ん

・
慧え

成じ
ょ
う

・
弘こ
う

覚か
く

・
慈じ

教き
ょ
う

と
い
う
大
師
号
が
贈
ら
れ
、

明
治
天
皇
か
ら
明め
い

照し
ょ
う

大だ
い

師し

、
昭
和
天
皇
か
ら
和わ

順じ
ゅ
ん

大だ
い

師し

、
今
上
天
皇
か
ら
法ほ
う

爾に

大だ
い

師し

の
号
が
そ
れ
ぞ

れ
加か

諡し

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
全
く
他
に
比
類
な
い
こ
と
で
、
法
然
上
人
が
い
か
に

ご
立
派
で
あ
ら
れ
た
か
を
拝
察
し
て
な
お
余
り
あ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　法
然
上
人
は
、
建
暦
2
年
、
西
暦

年
、
正
月
25
日
、
80
歳
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、

上
人
の
み
教
え
は
今
も
、
私
た
ち
の
中
に
光
り
輝
い
て
い
ま
す
。

　御
忌
を
迎
え
て
、
法
然
上
人
の
ご
恩
徳
を
讃
え
ま
し
ょ
う
。

【
御ぎ

ょ

忌き

】

法
然
上
人
像

　浄
土
宗
の
元
祖
法ほ
う

然ね
ん

上し
ょ
う

人に
ん

の
忌
日
法
要
を
「
御
忌
」
と
い
い
ま
す
。

　法
然
上
人
は
長
承
2
年
、
西
暦

年
、
美み
ま

作さ
か
の

国く
に（

現
在
の
岡
山
県
）に
お
誕
生
に
な
り
ま

し
た
。
幼
少
に
し
て
父
を
失
い
、
そ
れ
を
機
に
出
家
の
道
を
求
め
京
都
の
比
叡
山
に
の
ぼ
っ
て
勉
学

し
、
当
時
の
仏
教
・
学
問
の
全
て
を
修
し
た
後
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
仏
に
帰
依
す
れ
ば
必
ず
救
わ
れ

る
、
す
な
わ
ち
南な

無む

阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

を
口
に
出
し
て
称
え
れ
ば
必
ず
仏
の
救
済
を
受
け
て
、
浄
土
に
生
ま

れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
称し
ょ
う

名み
ょ
う

念
仏
の
教
え
を
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
受
難

と
闘
い
な
が
ら
、
ひ
た
す
ら
私
た
ち
の
た
め
に
念
仏
を
ひ
ろ
め
る
ご
聖
業
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
浄

土
宗
の
み
教
え
は
日
本
の
隅
々
に
ま
で
広
が
り
、
上
人
を
讃
え
る
声
は
、
念
仏
の
声
と
共
に
高
ま
り

ま
し
た
。

　法
然
上
人
の
時
代
は
、
長
い
戦
乱
の
時
で
、
治
安
の
乱
れ
も
激
し
く
、
民
衆
の
社
会
不
安
や
困
苦

が
深
刻
化
し
て
い
ま
し
た
。
上
人
は
、
こ
う
し
た
世
相
を
じ
っ
と
見
つ
め
ら
れ
て
、
そ
れ
ま
で
の
難

し
い
仏
教
の
殻
か
ら
抜
け
出
し
て
、
庶
民
の
中
に
飛
び
込
み
、
他
力
念
仏
の
浄
土
宗
の
教
え
を
打
ち

立
て
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
上
人
は
「
我
れ
浄
土
宗
を
立
つ
る
心
は
、
凡ぼ
ん

夫ぶ

の
報ほ
う

土ど

往お
う

生じ
ょ
う

を
示
さ

ん
が
た
め
な
り
」
と
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
誰
で
も
皆
、南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
れ
ば
必
ず
救
わ
れ
る
。

そ
れ
は
私
た
ち
の
力
で
は
な
く
、
阿
弥
陀
仏
の
大
き
な
慈
悲
の
御み

力ち
か
ら

に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
の
で
あ
り

ま
す
。「
我
れ
汝
を
救
う
」
と
誓
わ
れ
た
阿
弥
陀
仏
の
大だ
い

悲ひ

願が
ん

が
、
他
力
本
願
の
念
仏
で
あ
り
ま
す
。

命
終
の
時
の
み
で
な
く
、
念
仏
の
中
に
毎
日
毎
日
を
送
り
、
仏
に
見
守
ら
れ
て
、
今
を
生
き
る
こ
と

に
喜
び
を
感
じ
、
精
進
し
て
い
く
こ
と
が
極
楽
往
生
の
姿
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　法
然
上
人
に
は
、
元
禄
10
年
、
西
暦

年
、
東
山
天
皇
か
ら
圓え
ん

光こ
う

大だ
い

師し

の
号
が
贈
ら
れ
、

そ
の
後
約
50
年
ご
と
に
、
代
々
の
天
皇
か
ら
東と
う

漸ぜ
ん

・
慧え

成じ
ょ
う

・
弘こ
う

覚か
く

・
慈じ

教き
ょ
う

と
い
う
大
師
号
が
贈
ら
れ
、

明
治
天
皇
か
ら
明め
い

照し
ょ
う

大だ
い

師し

、
昭
和
天
皇
か
ら
和わ

順じ
ゅ
ん

大だ
い

師し

、
今
上
天
皇
か
ら
法ほ
う

爾に

大だ
い

師し

の
号
が
そ
れ
ぞ

れ
加か

諡し

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
全
く
他
に
比
類
な
い
こ
と
で
、
法
然
上
人
が
い
か
に

ご
立
派
で
あ
ら
れ
た
か
を
拝
察
し
て
な
お
余
り
あ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　法
然
上
人
は
、
建
暦
2
年
、
西
暦

年
、
正
月
25
日
、
80
歳
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、

上
人
の
み
教
え
は
今
も
、
私
た
ち
の
中
に
光
り
輝
い
て
い
ま
す
。

　御
忌
を
迎
え
て
、
法
然
上
人
の
ご
恩
徳
を
讃
え
ま
し
ょ
う
。

江
戸
時
代
の
御
忌
行
列
図



【
練ね

り

行ぎ
ょ
う

列れ
つ

】

【
お
稚ち

児ご

】

　大
門
か
ら
の
お
練
行
列
に

は
可
愛
い
お
稚
児
さ
ん
が
参

列
し
ま
す
。
お
稚
児
は
、
諸

天
善
神
が
姿
を
変
え
て
お
導

師
を
お
護
り
す
る
さ
ま
を
現

し
て
い
ま
す
。
天
の
童
と
い

う
こ
と
で
天
童
と
い
い
、
こ

の
お
役
を
勤
め
た
お
子
さ
ん

は
丈
夫
に
育
つ
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

﹇
略
歴
﹈

昭
和
18
年
4
月
22
日
生

昭
和
61
年
9
月 

蓮
馨
寺 

第
30
世
拝
命

●
元 
静
岡
教
区
北
豆
組 

組
長

●
元 

静
岡
教
区
吉
水
講 

理
事
長

●
元 

静
岡
教
区
青
年
会 

会
長

●
前 

三
島
市
仏
教
会 
会
長

●
声
明
法
要

　縁
山
声
明
は
関
東
風
の
力
強
い
独
自
の
も
の
で
す
。

　四
智
讃
、
伽
陀
、
笏
念
仏
、
唱
礼
等
を
お
唱
え
し
ま
す
。

　大
法
要
の
始
ま
る
30
分
前
、
江
戸

三
大
名
鐘
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
大

梵
鐘
が
鳴
り
響
き
、
こ
れ
を
合
図
に

大
門
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
行
列

は
、
先
進
│
山
旗
│
唱
導
師
旗
│
木

遣
│
寺
侍
│
巡
検
│
随
喜
寺
院
│
吉

水
講
│
百
味
講
│
稚
児
│
会
行
事
│

式
衆
│
会
奉
行
│
侍
者
│
唱
導
師
│

大
傘
│
伴
僧
│
法
類
随
喜
寺
院
│
巡

検
│
稚
児
│
総
代
│
寺
族
│
後
詰
と

続
き
ま
す
。

静
岡
教
区 
蓮
馨
寺 

掬き
く

池ち

晃こ
う

雄ゆ
う 

上
人

 

日
中
法
要 

唱
導
師

5
日

　大
門
か
ら
の
お
練
行
列
に

は
可
愛
い
お
稚
児
さ
ん
が
参

列
し
ま
す
。
お
稚
児
は
、
諸

天
善
神
が
姿
を
変
え
て
お
導

師
を
お
護
り
す
る
さ
ま
を
現

し
て
い
ま
す
。
天
の
童
と
い

う
こ
と
で
天
童
と
い
い
、
こ

の
お
役
を
勤
め
た
お
子
さ
ん

は
丈
夫
に
育
つ
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

﹇
略
歴
﹈

昭
和
25
年
9
月
18
日
生

平
成
10
年
12
月 

浄
閑
寺 

第
26
世
拝
命

●
大
本
山
増
上
寺 

布
教
師

●
前 

東
京
教
区
北
部
組 

組
長

●
小
田
原
市 

民
生
児
童
委
員

●
引
声
阿
弥
陀
経
法
要

　阿
弥
陀
経
に
節
を
つ
け
、
笏
で
拍
子
を
と
り
つ
つ
唱
え
、

　極
楽
の
八
功
徳
池
の
波
の
音
の
ご
と
し
と
形
容
さ
れ
ま
す
。

東
京
教
区 

浄
閑
寺 

戸と

松ま
つ

秀し
ゅ
う

明み
ょ
う 

上
人

【
庭て

い

儀ぎ

式し
き

】

　唱
導
師
が
三
門
を

く
ぐ
り
境
内
に
足
を

踏
み
入
れ
る
瞬
間
、

二
番
鐘
の
音
と
共
に

三
門
楼
上
か
ら
無
数

の
散
華
が
舞
い
降

り
、参
集
の
人
々
は
、

ま
さ
に
極
楽
浄
土
と

思
え
る
光
景
を
目
の

当
た
り
に
し
ま
す
。

行
列
が
本
堂
に
入
堂

す
る
直
前
に
、
庭
前

の
舞
台
上
で
庭
儀
式

が
行
わ
れ
ま
す
。

 

日
中
法
要 

唱
導
師

6
日



【
舞ぶ

楽が
く

】

【
経
蔵
】

　経
典
を
収
め
置
く
堂
宇
で
、
内
部
に
は
八
角
形
の
大
輪
蔵
が
安
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
徳
川
家
康
公
か
ら
寄
進
さ
れ
た
国
の
重
要
文
化
財
で
あ

る
宋
版
、
元
版
、
高
麗
版
の
三
大
蔵
経
を
収
蔵
し
て
い
ま
し
た（
現
在

は
収
蔵
庫
に
移
管
）。
4
月
2
日
か
ら
7
日
に
公
開
、
雨
天
中
止
。

宮
城
教
区 
淨
土
寺 

中な
か

澤ざ
わ

秀し
ゅ
う

宣せ
ん 

上
人

﹇
略
歴
﹈

昭
和
24
年
3
月
11
日
生

昭
和
55
年
7
月 

淨
土
寺 

第
28
世
拝
命

●
増
上
寺
吉
水
講 

理
事

●
浄
土
宗
吉
水
講 

宮
城
教
区
理
事
長

●
元 

宮
城
教
区
議
会 

副
議
長

●
仙
台
市
若
林
区
社
明
運
動
推
進
委
員
会 

副
委
員
長

●
浄
土
法
事
讃
法
要

　浄
土
往
生
を
願
う
た
め
に
、
阿
弥
陀
経
に
基
づ
い
て

　阿
弥
陀
仏
と
そ
の
極
楽
浄
土
の
功
徳
が
讃
え
ら
れ
ま
す
。

　期
間
中
毎
日
正
午
過
ぎ
、
大
殿

前
舞
台
に
お
い
て
、
80
年
の
歴
史

と
伝
統
を
誇
る
大
本
山
増
上
寺
雅

楽
会
会
員
に
よ
る
優
雅
な
舞
楽
が

奉
納
さ
れ
ま
す（
雨
天
中
止
）。

　演
目
は
「
春し

ゅ
ん

庭て
い

花か

」「
納な

曽そ

利り

」

「
蘇そ

　り

　こ

利
古
」「
陪ば
い

臚ろ

」「
還げ
ん

城じ
ょ
う

楽ら
く

」

「
散さ

ん

手じ
ゅ

」「
陵り
ょ
う

王お
う

」
な
ど
で
す
。

 

日
中
法
要 

唱
導
師

7
日

協
議
員（
宮
城
教
区 

愚
鈍
院
） 

中な
か

村む
ら

瑞ず
い

貴き 

上
人

﹇
略
歴
﹈

昭
和
35
年
1
月
21
日
生

平
成
26
年
6
月 

愚
鈍
院 

第
26
世
拝
命

●
宮
城
教
区 

教
区
長

●
第
十
六
期
全
国
浄
土
宗
青
年
会 

理
事
長

●
一
般
社
団
法
人 

仙
台
仏
教
会 

理
事

●
宮
城
刑
務
所 

篤
志
面
接
委
員

●
音
楽
法
要

　淑
徳
高
等
学
校
聖
歌
隊
、
増
上
寺
合
唱
団
が
出
仕
し
、

　仏
讃
歌
を
斉
唱
し
ま
す
。

　秀
忠
公
を
は
じ
め
6
人
の
将
軍
、
歴
代
将
軍
の
正
室
側
室
及
び
子
女
多

数
が
埋
葬
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
参
り
下
さ
い
。

●
拝
観
時
間
…
…
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　
　●
拝
観
冥
加
料
…
…
5
0
0
円

徳
川
将
軍
家
墓
所

 

晨
朝
法
要 

御
代
理
導
師（
元
祖
降
誕
会
）

7
日

●
入
館
時
間
…
…
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

●
入
館
料
…
…
…
一
般
7
0
0
円（
税
込
）

※
徳
川
将
軍
家
墓
所
拝
観
と
の
セ
ッ
ト
券
1
0
0
0
円

撮影：平 剛　Royal Collection Trust / ©Her Majesty Queen ElizabethⅡ2018

　平
成
27
年
4
月
よ
り
、
大
殿
地
下
一
階

に
増
上
寺
宝
物
展
示
室
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
英
国
ロ
イ
ヤ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら

貸
与
を
受
け
た
徳
川
二
代
将
軍
秀
忠
公
御

廟
の
建
築
模
型
ほ
か
、
所
蔵
文
化
財
を
展

示
し
て
お
り
ま
す
。

増
上
寺
宝
物
展
示
室

拝
観
の
ご
案
内
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